公益財団法人  秋山記念生命科学振興財団

2011年度  社会貢献活動助成  応募要項
	秋山財団の助成事業について
財団設立の志は、「北海道」という地域と、「生命科学：いのち」に対する特段の思い入れと言えます。
「固有の土壌や地形、水系や気候、動植物をはじめ、 多くの自然の特徴を備えた独自性を持つ生命の場」
としての北海道。 こうした「生命の場」の中に共に住む共同体の一構成員として、切り離されては生き得ない
人材の育成を最高の価値としています。　　　
私たちは一貫して、 地域・民間・自立財団として地道に活動をしています。21世紀に入り、「新しい公共」 の
あり方が問われてきている現在、 これまでは、「公：おおやけ」は税金で賄われる「官」がその担い手とされて
きましたが、社会のニーズの多様化に対して、それに応える活動の担い手も実に幅広い主体の活躍が期待さ
れています。
私たちは、その新しい担い手の一翼として、これまで25年間の実績を基盤に、更に一層飛躍して、従来
の「官」とは違う、ユニークな「いのちを育む」研究活動・市民活動への支援を充実し、進化していく決意です。


■助成の対象となる事業
「新しい公の担い手育成」のための事業であり、生命科学（いのち）に関連した事業です。秋山財団が目指す「新しい公の担い手育成」とは、「いのち」を支えるという役割を行政だけが担うのではなく、環境保全、地域の課題解決、いのちを育む食と農、弱者支援などについて地域で「いのちの担い手」を育てていく取り組みです。

具体的には、以下の4分野を助成対象とします。【キーワード】は秋山財団が特に注目する領域です。

１．「環境保全」分野

「多様ないのちの共存」を目指して、地域の環境の保全や環境問題に取り組む担い手を支援。
【キーワード】 生物多様性、環境教育、低炭素社会、景観保全など

２．「まちづくり」分野

地域社会の「健全ないのちの育成」に取り組む担い手を支援。
【キーワード】 有縁社会、交流空間、子ども・老齢者支援、防災・防犯活動の活用など

３．「食・農実践」分野

食育や農業を通じて、「いのちをつなぐこと」の大切さを伝える担い手を支援。
【キーワード】 スローフード、コミュニティレストラン、農的くらし、農業体験、農村留学、
学校農業クラブなど

４．「共生社会」分野

「多様ないのちの共生」を支援する担い手を支援。

【キーワード】 多民族・多文化、マイノリティ、家庭内暴力、発達障がい、社会参画など

■選考基準
1．提案された事業が、本助成の趣旨に合致するか。
2．事業の目標・実施計画・助成金使途が適切か。 
3．実施の可能性に関する説得力が十分か。 
4．斬新なアイデアが提案されているか。 

5．市民の参加や協力が得られるような開かれた提案であるか。  
６．応募事業の継続性が期待できるか。
■助成事業に関する要件

1．応募時期に実施中または実施予定の事業で、２０１１（平成23）年度内に終了する事業であること。

2．もっぱら営利のみを目的とした事業ではないこと。

3．事業の主要部分が外部委託ではないこと。

4．国や地方自治体の補助対象事業ではないこと。 

5．宗教活動や政治活動を目的とする事業ではないこと
6．事業の進捗状況など、事業に関わる情報をホームページ、ブログ、ニュースレター、チラシ等の媒体を通じて、積極的に発信できること。
■助成団体に関する要件
１．北海道内に本部拠点を有すること  
2．収支決算書、事業報告書、収支予算計画書、事業計画書が存在すること
3．定款、寄付行為またはこれに相当する規約を有すること
4．事業に関する責任者（代表、会長、理事長など）が、任命されていること。

5．団体の構成員となるための条件が原則的に開かれていること。
■受付期間
2011年3月１日（火）～3月31日（木）、消印有効です。

■助成金額・採択予定件数
１件につき上限50万円（一律50万円ではありません。応募事業内容に合わせて算定してください。）

使途については、特に制限はありません。採択予定件数は6件程度です。
■選考スケジュール（予定）

・応募受付（2011年3月1日～3月31日）

・選考委員会（2011年5月下旬）

・選考結果通知（2011年6月下旬）、応募者全員に書面にて通知します。

採否の理由など、選考に関わるお問合せは応じかねますので、あらかじめご了承ください。

以下は、助成が決まった団体についてのスケジュールです。

・助成金授与（2011年7月上旬）

・贈呈式出席（2011年9月中旬）

・報告会出席（2012年5月中～下旬予定）

・『年報』原稿提出（2012年4月末日）

・報告書提出、新しい公共の担い手からのメッセージ原稿提出（2012年6月末日）

■応募用紙要項･応募用紙の入手方法
当財団のホームページからダウンロードしてください。パソコンを使わない方は、当財団へご請求ください。電話番号は6ページをご覧ください。

■受理№の通知（住所シールと80円切手を貼った封筒各2通が必要です）
1．市販の住所シールと80円切手を貼った封筒各2通を応募文書に同封してください。住所シールには、応募事業責任者の方の郵便番号・住所・団体名・氏名（様を付けてください）を記入してください。また、シールの右上に「社会」と書き加えてください。

2．いただきました封筒1通を使い受理№をお知らせします。また、残りの1通は選考結果を通知する際に使用します。

■応募文書（応募用紙と添付文書）の発送
当財団への発送に当たっては、簡易書留、宅配便、EXPACK500など必ず配達記録の残る手段でお送りください。配達記録の残らない手段でお送りの場合、万一紛失の際には責任は負いかねます。ＦＡＸ、Ｅ－mailでの応募はできません。送付先は、以下です。

〒064-0952  札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号
公益財団法人  秋山記念生命科学振興財団事務局  社会貢献活動助成宛
■お送りいただく文書について（添付文書）

1．必ずお送りいただく文書：収支決算書、事業報告書、収支予算計画書、事業計画書、寄付行為・定款・規約

に相当するもの（総会資料でも可）を、各4部

2．任意のもの（必須ではありません）：定期刊行物、事業紹介パンフレット等を、各4部

■応募文書のセット
応募用紙および添付文書は「各4部」（正1部、副3部）をご用意の上、応募用紙を一番上にして、以下収支決算

書、事業報告書、収支予算計画書、事業計画書、寄付行為・定款・規約（または総会資料）を順に重ねて4セッ

トをご用意ください。副3部はコピー可です。また、それぞれの文書の左上１箇所にホッキス止めをしてください。

住所シールと80円切手を貼った封筒（定型サイズ）2通も忘れずに同封してください。
また、ご提出いただきました応募文書は返却できませんので、あらかじめご了承ください。

■個人情報の取り扱い

応募用紙に記入していただいた個人情報および添付文書は、本助成事業の選考のみに利用します。尚、助成

対象に決定した場合には団体名、代表者氏名、事業内容などを公表します。

■提出上の注意点

1．応募用紙は片面印刷（両面印刷は不可）としてください。

2．各記入枠（Ａ～Ｑ）の行数の変更はできません。また、各項目はそのページに収まるようにしてください。

3．パソコン入力のフォントはMSゴシック・10.5ポイントを基本としください。英数字は半角としてください。手書きの場合は黒インクにより楷書で記入してください。

4．応募用紙の余白（上10 mm下15mm、左20mm右15mm）や文字数・行数（52文字・53行）の設定を変更しな

いでください。

5．記載する年はすべて西暦を記入してください。 
■各項目の記入について（当財団で入力設定した項目等の文言の変更はできません。）

Ａ．応募事業の名称

入力処理システムの制限で20文字以内となっています。ご注意ください。

Ｂ．応募事業の概要

入力処理システムの制限で80文字以内となっています。簡潔で具体的な説明をお願いします。

Ｃ．助成希望金額

一律５０万円ではありませんので、応募事業内容に合わせて算定してください。万円未満を切り捨ててください。
Ｄ． 応募団体の概要

1．団体名にはフリガナをつけてください。団体印も必要です。団体住所に加えてＥ-mail、電話等を記入してください。なお、太枠の欄は必須項目ですので、必ず記入してください。

2．ホームページを開設している場合には欄内に「有る」と、開設していない場合には「無い」と記入してください。

3．代表者にはフリガナをつけてください。役職は理事長、代表などを記入してください。

4．法人格を持っている場合は「有る」と、持っていない場合には「無い」と記入してください。

5．活動開始は、西暦を使ってください。

6．「応募事業の主体」が団体を構成する特定の部門である場合には、その部門名と団体と部門の関係を簡単に説明してください。（例）団体は「NPO法人北のしあわせ」であるが、応募事業の主体は「NPO法人北のしあわせ」の定款で定められた事業を行う部門「まちかどカフェ」である等の場合。尚、「応募事業の主体」が団体と同一である場合には、「同上」と記入してください。

Ｅ．秋山財団助成実績

過年度に助成を受けた時にはその西暦を記入してください。助成を受けていない時には「無い」と記入してくださ
い。

Ｆ．秋山財団以外の機関から受けた助成金・補助金

過去2年間について記入してください。受領の実績がない場合には、機関名の欄に「無い」と記入してください。

Ｇ．収支データ
前年度とは2010年度のことですが、収支が確定していない場合には、見込みを記入してください。今年度とは

2011年度のことです。

Ｈ．応募事業責任者
当財団から連絡をする場合の窓口となる方です。応募事業の全般的責任を担い、事業内容の全体を十分に把握している方を記入してください。また、当財団からの郵便物の送付先となりますので、枝番地や建物も正確に記入してください。Ｅ-mail、電話等は必ず記入してください。また、氏名の後の（     ）にフリガナをつけてください。

Ｉ．団体の設立の目的
設立の趣旨を記入してください。

Ｊ．これまでの活動実績
設立以来の主な活動を時系列（西暦）で箇条書きにしてください。

Ｋ．活動上の課題
「資金」、「人材」、「組織」、「ネットワーク」、「行政の支援」、「経営ノウハウ」、「マネジメント」、「社会的認知」等に
ついて具体的に記入してください。

Ｌ．応募した事業の概要
記入枠の4項目について簡潔に具体的に説明してください。

1．事業の背景 ： 応募事業を取り巻く状況、課題など
2．事業の目標 ： 応募事業を取り巻く状況や課題の中から、解決させるべき目標
3．手法の新しさ ： 従来の手法とは違うアイデア
4．波及効果 ： 地域住民の連携、公開性、ネットワークなど
Ｍ．いのちを支える新しい公共の担い手としてのメッセージ
地域で「いのちの担い手」であろうとする取り組みを通じて、「いのちを支える新しい公共の担い手」として発信で
きるメッセージを記入してください。
Ｎ．応募した事業に関する作業日程と作業内容
「作業の具体的内容」をＰ．助成金の使途と関連付けを行いながら、時系列で説明してください。市民の参加や協力のあり方についても提案してください。

Ｏ．応募した事業に取り組むメンバーとそれぞれの役割分担
１．メンバー氏名・所属先・具体的役割（リーダーは必ず明記）の順で説明してください。
２．市民の参加や協力のあり方についても提案してください。 
Ｐ．事業の進捗状況など、事業に関わる情報を発信する具体策
ホームページ、ブログ、ニュースレター、チラシ、その他など情報発信の具体策について説明してください。
Ｑ．助成金の使途
費目と内訳（単価、個数・人数等）は詳細にかつ具体的に記入してください。また、物品についてはメーカーや品番を記入してください。単位は円です。

Ｒ.助成終了後、応募事業にどのように取り組みますか
事業を継続させていくと想定した場合、段階的目標、事業実施手法、資金計画等を説明してください。

社会貢献活動助成に関するＱ＆Ａ 
Ｑ１「毎年、イベント（お祭り）を開催しているので、その実施費用を助成してほしい。」
Ａ１「イベントを実施すること自体が目的化している場合が見受けられますが、そのようなケースについては当財団の助成の趣旨とは相容れないと思われます。」
Ｑ２「団体の活動が20周年を迎えるに当たって、記念出版を行いたいので、その費用を助成してほしい。」
Ａ２「これまでの活動を集約する出版については、当財団の助成の趣旨とは相容れないと思われます。出版を通じて（手段として）、新しい目的を実現させたいという場合であれば、記念出版とは違う趣旨なので検討に値すると考えられます。」
Ｑ３「活動に必要なパソコンとプリンターを購入したいので、購入費用を助成してほしい。」
Ａ３「物品の購入に限定された応募内容は、当財団の助成の趣旨とは相容れません。別な応募をご検討下さるようお願いします。」
Ｑ４「添付文書には任意のもの（定期刊行物、パンフレット等）も挙げられていますが、やはり送ったほうが良いのですか。」
Ａ４「任意のものが送られていないため、選考の評価が下がるということはありません。応募事業の説明資料として有益かどうかという観点から判断してください。」
Ｑ５「応募用紙の記入枠の行数は、記入者の自由にさせてほしい。」
Ａ５「各記入枠（Ａ～Ｑ）の行数の変更はできません、と要項でお願いしています。選考委員がたくさんの応募用紙を読む場合、決まったページの決まった位置に記入枠があることで比較がしやすくなります。この点をご理解の上、ご協力くださるようお願いします。」
Ｑ６「本部は道内にあります。しかし、応募事業のフィールドが道外に及ぶことを考えていますが、これは応募の条件から外れますか。」
Ａ６「フィールドが道外であったとしても、応募事業が結果として北海道における新たな公共の担い手として何らかの波及効果を生み出すことが期待できるならば、その点をうまく説明してください。このケースとは逆に、本部が道外で、フィールドが道内というケースも考えられますが、これは応募の条件から外れることになります。」
※ この他のことで事前に確認したい場合には、下記にお問い合わせください。※
〒064-0952  札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号
公益財団法人秋山記念生命科学振興財団事務局
TEL ０１１－６１２－３７７１（平日、9：00～17：00）
FAX ０１１－６１２－３３８０ 

メール  office1@akiyama-foundation.org（担当  木村）
ホームページ  http://www.akiyama-foundation.org
※ 次ページにアンケートがあります。ご協力ください。


社会貢献活動助成アンケート 
■今後の参考といたしますので、下記の項目にご回答の上、応募文書といっしょに1部お送りください。■


★団体名をご記入ください

１．今回の社会貢献活動助成のことを「最初に」知ったルートはどれでしょうか。

該当するもの（数字1つ）に〇を付けてください。また、【       】内には具体的な名称などを記入してください。

	Ａ  紙媒体を通じて
	1 　新聞から→紙名【                                                   】                                                    

	
	2 　当財団のチラシから→設置場所【                                      】                                        

	
	3 　その他→具体的に【                                                 】 

	Ｂ  電子媒体を通じて
	5 　当財団ホームページから

	
	6 　メーリングリストから→発信元【                                        】                                          

	
	7 　その他→具体的に【                                                 】

	Ｃ  関係者を通じて
	8 　当財団関係者から

	
	9 　上記以外で社会貢献活動助成を知っている人から

	
	10 　その他→具体的に【                                                】

	Ｄ  その他
	11  具体的に【                                                        】


２．応募要項、応募用紙についてご意見をお願いします。

３．社会貢献活動助成で、当財団が取り組むべき「新たな課題」についてご意見をお願いします。

アンケートご協力ありがとうございました

受理№          ―














PAGE  
１
公益財団法人秋山記念生命科学振興財団


